
■第2展示室

№ 作品名 制作年 作品への言葉

1 いちご 1997 人工呼吸器がはずせた時、初めて口にした甘い幸せ。

2 ひまわり 1997 入院中、願いを込めて書きました。元気が出るようにと…。

3 シクラメン 2006 鈴の音が、聞こえてきそうな冬の夜

4 ドクダミ 2012 五月雨。真っ白な十文字が輝いて、思わず息を止めた。

5 菜の花 2013 待ち遠しかった春。風に揺れるたび、心がぽっと温かくなる。

6 ふきのとう 1998 雪の中から一足先に顔をのぞかせる、春のかおり。

7 アネモネ 2010 撫でるように、やさしくやさしく通り過ぎる春の風。

8 沈丁花 2018 ユーミンにあたたかく包まれた。張り詰めた心が解きほぐされる…。

9 オオイヌノフグリ 2014 小さな春を見つけた。なんだか嬉しくって、嬉しくって…。

10 シロツメグサ 2022
「四つ葉、初めて見つけたよ！」嬉しそうに膝に置いてくれた、小さ
な手。

11 菜の花 2006 風になりたいな。あなたと一緒に春を歩きたい。

12 こでまり 2016 穏やかな日差しに揺れた。温かなまなざしに振り返る。

13 忘れな草 2007 風に揺れる度に、広がっていく小さな笑顔。

14 なのはな 2017 心がほんわり和らいで。顔もほころぶ、春の風。

15 ペンペン草 2018
実をそっとはがし、耳元でくるくる回して遊んだね。シャラシャラ
…。

16 ポピー 2016 風がやさしく歩いて行く、あなたの上を。そして私の上も…。

17 さくら 2012 母のやさしさに包まれた穏やかな春。「母さん、あのね……。」

18 ノースポール 2011 雪が降って来た。白い花びらが輝いて、なんだかあったかい。

19 シクラメン 1997 ひんやりとした窓辺に、時おり差し込む日差しが心地良さそう。

20 スイトピー 1998年頃 春をぜーんぶ詰め込んだ花に、思わず顔がほころぶ。

21 ひまわり 2018 日焼けした笑顔。忘れない、いつまでもいつまでも…。

22 紫陽花 2014 幼なじみとの思い出。カタツムリを見つけて遊んだ雨の日…。

23 ヒマワリ 2014
夏生まれの娘達、2人の笑顔は宝物。「生まれてきてくれてありがと
う。」

24 野紺菊 2003 野道のほとりに、一番星み～つけた！

25 タチアオイ 2013
広島では「とうかさん」あなたがてっぺんまで咲くと、梅雨明けとい
う。

26 露草 2011 一日を、けなげに生きるあなたが愛おしい。

27 ムシトリナデシコ 2017 遊んだ帰り道、たくさん摘んで花束に。「ただいま、母さん。」

28 ブルースター 2017 病室に置かれた小さなあなた。愛らしくて、癒されたあの日

29 ラベンダー 2010 「今、富良野にいます」と友達から鉢植えが届いた。お元気ですか？

久留井真理　花の日々　光と風と音楽と

  2023年9月2日(土)～10月9日(月・祝)

出品作品リスト

№ 作品名 制作年 材料等

1 萌芽を求めて 1994年 型染・木綿

2 セカールへのオマージュ 2017年 木の皮

3 燕のうた 2015年 型染・木綿

4 誇り高きひまわり 2014年 モノタイプ・アルシュ紙

5 若いひまわり 2014年 モノタイプ・アルシュ紙

6 去りゆくひまわり 2014年 モノタイプ・アルシュ紙

7 ひまわりの花開け 2014年 モノタイプ・アルシュ紙

8 どうぶつのまち 2012年 布コラージュ、紙

9 こいのぼり 2016年 型染・木綿

10 無題 2015年 型染・木綿

11 無題 不明 型染・木綿

12 無題 2015年 型染・木綿

13 無題 2016年 型染・木綿

14 無題 2016年 型染・絹

15 無題 2016年 注染・絹

16 鳥獣戯画 2019年 紙・水彩

17 夜の絵 2022年 布コラージュ、紙

18 仲間 2007年 カーボンランダム・アルシュ紙

19 静物 2007年 カーボンランダム・アルシュ紙

20 №13 2016年 水彩・紙

21 №3 2016年 水彩・紙

22 №5 2016年 水彩・紙

23 てんきよほうかぞえうた 2004年 紙・水彩

24 雨ニモマケズ 2016年 紙・水彩

25

26

27
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泉美術館コレクション 柚木沙弥郎

出品作品リスト
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柚木沙弥郎が携わったデザイン

関連書籍

鳥獣戯画について



№ 作品名 制作年 作品への言葉

30 ばら（安曇野） 2008 残雪の北アルプスと青い空、あなたを見ると思い出す。

31 キツネノカミソリ 2011 国道191号線沿いに、あなたの姿を見つけた。もうすぐお盆だね。

32 柿の葉っぱ 2015 自然の美術館。また一枚、膝の上に落ちて来た。

33 ヤマボウシ 2018 新緑の風。天使の歌声が聞えて来る、県北の森。

34 ほおずき 1999 元気がいっぱい詰まったみかん色の紙ふうせん。

35 秋明菊 2015 十五夜のお月さんがほんのり照らし、静かに響く虫の声。

36 桔梗 2009 こぼれ落ちそうな沢山の星…。心ほんのり秋の空。

37 コスモス（白川郷） 2008 忘れないよ。初秋の風と一緒に歩いた白川郷。

38 彼岸花 2004 運動会の練習、稲刈り、おはぎ…遠い思い出。

39 アメリカ楓 2008 赤い葉っぱのコンチェルト。北風の指揮棒に揺られながら…。

40 キンモクセイ 2016 みかん色の小さな秋。甘い香りが広がって行く…。

41 コスモス 2005 銀婚式。花束にして、あなたへ届けよう、「ありがとう。」

42 コスモス（鳥取・大山） 2021 キャンプ、楽しかったね。あなた達の笑い声はいつまでも…。

43 すすき 1997 あなたになりたい時がある。今日の風に身を任せ…。

44 ヤマホロシ 2018
雨宿り。膝にシートを掛けてくれた女将さん、店先に薄紫のあなたを
見つけた。尾道の夏…。

45 カモミール 2010 リンゴの香りに包まれて、今日も静かに夜が更ける。

46 トルコキキョウ 1998 一筆毎に、私をやさしい気持ちにしてくれ、ありがとう。

47 楓 2015 今年も赤や黄色の天使が降りてきた。北風がやさしく話しかける。

48 椿 2013 真っ白い雪。“ぽとり”と赤い足跡がまた一つ…。

49 マツムシソウ 2011
透き通る空気に包まれた吾妻山。あの時の温かなひととき、嬉しくて
…。

50 クリスマスローズ 2007 冬の貴婦人。あなたがいるだけで、ぱあっと庭が暖かくなる。

51 サンキライ 2021 小さな赤い音符達。あたたかなメロディが笑顔を運んで来る。

52 雪 2004 白い妖精。ふんわりふんわり奏でるメロディー。

53 ビオラ 2012 苗を選ぶあなたの横顔、恋人に会ったように嬉しそう。

54 桜 2018
病室で、いっぱい話した穏やかなあの日。花びらは、すっかり冬色に
…。

55 梅 2011 ポッと蕾を膨らませた。春の足音が聞こえたようで、嬉しくなった。

56 しだれ梅 2020 あたたかな春の陽だまり。ほんのりと甘い香りが、風に揺れる。

57 ドクダミ 2022 たくさんのやさしさに包まれた夏。いつも心にありがとう。

58 あさがお 2016 あなたの柄の浴衣を着て花火を見たね。遠い夏の思い出。

59 ノウゼンカズラ 2006
「おかえり」と父の笑顔。汗を流しながらアイロンをかける大きな背
中、遠い思い出。

60 コスモス 2009 お誕生日おめでとう。今年もあなたに届けます。

61 コスモス 2011 60回目のあなたのBirthday。お疲れ様、そしていつもありがとう。

62 福寿草 2013 小さな黄色い笑顔。愛おしくて愛おしくて…。

63 ノースポール 2017
透き通る風。やさしく話しかけるように、あなたの上を行ったり来た
り。
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